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「電気通信事業分野における競争状況の評価2009(案)」に関し、別紙のとおり意見を提出します。 



（別紙） 
 
この度は「電気通信事業分野における競争状況の評価 2009(案)」につき意見募集の機会を頂き、

厚く御礼申し上げます。 

下記のとおり弊社意見を提出させて頂きますので、お取り計らいの程、何卒宜しくお願い申し上

げます。 
 
固定電話市場領域 
(1)固定電話市場のうち 0ABJ-IP 電話については、部分市場として個別評価されている 050-IP 電

話の契約者数を既に大きく上回っていること、今後の各種施策を経ることでアナログ電話に置

き換わることが目されていること、隣接市場の FTTH とのセット販売による NTT 東西シェア

上昇の可能性が指摘されていることから、別個に定量評価の事業者シェア･市場集中度(HHI)お
よび市場支配力を分析する必要があると考えられ、今後の注視事項にて次年度の評価分析候補

として追加をしていただきたい。 
 
(2)FTTH とのセット販売以外に 0ABJ-IP 電話市場の寡占要因として、NGN が IC／GC 接続類似

機能を有さずアクセス回線と中継網が一体化したサービスであること、併せて伝送系機能のみ

ならず制御系機能のアンバンドルも進んでいないことが挙げられます。 
これらの要因より、アナログ・ISDN 電話市場で存在した中継電話サービスといった競争環境が

0ABJ-IP 電話市場では存在せず、また NGN の制御系機能を利用して他事業者による音声通信

サービスを提供することもできません。固定電話市場における公正な競争を維持していくため

にも、NGN を始めとした 0ABJ-IP 電話市場の競争環境整備を要望します。 
他方 050-IP 電話は非回線保有事業者も参入できることもあって、NTT グループのシェア･市場

集中度(HHI)共に 0ABJ-IP 電話を大きく下回り、より競争的な環境にあることが定量的にも示

されています。 
0ABJ-IP 電話市場においても、ADSL 市場や 050-IP 電話市場の成功事例が証するように、利用

者利便に直結するサービス競争が活性化されるよう設備開放を進めていくべきだと考えます。

また更に、開放された設備の使用状況と市場の定量分析を照らし合せ、市場支配力の評価を行

うことによって適時適切に政策が施されることを望みます。 
 

以上 


